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アフリカイメージの創られ方
―ミュージカル『ライオンキング』を通して―＊

川村　明日香＊＊

キーワード：アフリカ表象、ミュージカル、比較文化

The story of the Broadway musical The Lion King is set in a fictional country in 

Africa. This image is a fantasy; however, audiences feel the reality of Africa represented in 

it. The present study is undertaken to reveal the mechanisms employed in making the 

fantasy seem Africa-like.

If we regard the whole musical The Lion King as a text, the advertisements and 

pamphlets included in the production can be defined as paratexts which surround the 

main text and influence the readers’ understanding of the main text. The main text can be 

classified into two parts; the story and the expression.

In the storyline, the only things to make us imagine Africa are the main characters 

who are African animals. However, in the expression, we can find many things that 

suggest Africa, for example, the sound of African languages in songs and dialogue, the 

make-up inspired by African tradition, and the clothing’s patterns and colors. These things 

create a synergy that makes us feel that the stage is an African-like space. However, most 

of the audience does not know which African language is spoken, and which African 

tradition is applied to the stage design.  

Further, although after the translation from English into Japanese the African images 

of the main text were almost unchanged, there is a substantial difference between the 

pamphlet of the Broadway production and that of the Japanese production. The former has 

explanations about the African cultures that are applied to the stage design, makeup, and 

costumes. In the Broadway production, the pamphlet writer insists that African images in 

The Lion King have roots to the real Africa. The latter mentions that the Japanese 

production of The Lion King promotes friendship between Japan and South Africa, but 

there is not much information about African culture. In the Japanese pamphlet, Africa is 
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presented as a “vast” place with “unique” percussion instruments, and the phrase “a 

language unfamiliar to audiences” is used to describe as “the African language,” Zulu. 

Thus, many in the Japanese audience imagie Africa as an entity that has a single “African 

culture.”

Therefore, at each level of the storyline, the expression and the paratexts different 

African images are represented. Moreover, in the paratexts, African images in The Lion 

King are affected by the translation from English to Japanese. 

1 はじめに
ミュージカル『ライオンキング』は同名ディズニー映画を原作とするブロードウェイ

ミュージカルである。日本でも、劇団四季による日本語翻訳公演が行われ人気を博して

いる。『ライオンキング』はアフリカにある架空の国を舞台とする物語であるが、作品

に接する観客に、その物語がいかにも実在するアフリカのどこかの場所で展開されてい

るような印象を与える。『ライオンキング』を扱った先行研究では、ストーリーに描か

れる内容を分析したものは見られるが、作品をめぐって消費されるアフリカ表象に関す

る分析は行われていない。そのため、本稿ではそのような想像上のリアルな「アフリカ」

らしい世界はどのようにして創造されているのかという点に着目して『ライオンキング』

におけるアフリカ表象を分析する。また、そのアフリカ表象がアメリカから日本にもた

らされたときアメリカにおけるリアルな「アフリカ」は同じものとして受容されるのか、

という点に関しても考察を加える。

本稿では、ミュージカル本編を物語の内容とその表現方法 1から成るテクスト、そし

てそれを取り巻く広告、パンフレットなどテクストの解釈に影響を与えるものをパラテ

クスト 2と捉える。その上で両者によって伝えらえるアフリカイメージについて分析す

る。また日米での変容を調べるためテクストとパラテクストに関してブロードウェイ版

と劇団四季版の比較も行う。ただし、2章で後述するが、テクストにおける変化はほと

んど見られないため、比較はパラテクストを中心に行い、ブロードウェイと劇団四季の

1 ジェラール・ジュネットが『物語のディスクール』で議論している、物語言説における時間的不連続と
物語内容における時間、叙法などの問題は、物語世界を語る上での修辞の問題と捉えることができる。
語りの際の修辞によって物語内容と物語言説には差異が生じるのである。本稿では、イメージの問題を
扱うため、修辞が生み出す差異に着目する。「物語の内容」をそのような修辞に影響されず観客に伝えら
えるべき内容、即ち筋と定義し、その筋を伝えるための映像の構図、衣装、使用言語などを「表現方法」
と記す。
2 ジュネットによれば、パラテクストとは、「表題・副題・章題、序文・後書き・緒言・前書き等々、傍注・
脚注・後注、エピグラフ、挿絵、作者による書評依頼状・帯・カヴァー、およびその他数多くのタイプ
の付随的な、自作または他者の作による標識など」で、「テクストにある種の（可変的な）囲いを、そし
て時には公式もしくは非公式のある注釈を与える」ものと定義される（ジュネット 1998:p.18）。
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劇場内とインターネット上に創出されるアフリカイメージをそれぞれ分析する。

2 『ライオンキング』作品内におけるアフリカイメージ　
ミュージカル『ライオンキング』は 1994 年にディズニーが製作・公開した同名アニ

メ映画 3を 1997 年にブロードウェイでミュージカル化したもので、トニー賞を 6部門受

賞している。1998 年には劇団四季による日本語版の公演が始まり、東京、大阪、福岡、

名古屋、札幌の劇場で上演され、現在までロングラン公演が続いている。2015 年 7 月

16 日には通算 1万回公演を記録した。作品のあらすじは以下の通りである。

野生動物の王国、プライドランドで国王ライオンのムファサに息子のシンバが生まれ

る。しかしムファサの弟であるスカーが王座を狙ってムファサを殺害し、その罪をシン

バに被せる。シンバは国外に逃亡し、成長したのち帰還してスカーの罪を暴く。戦いの

末に勝利したシンバは新しい国王となる。

物語の内容のみで伝えられるアフリカイメージに着目した場合、展開される場所が「ア

フリカ」であると断定可能な要素は主人公を含むキャラクターたちがアフリカに多く分

布する動物であるということ以外にない。ただしブロードウェイの演出家ジュリー・テ

イモア氏の『ライオンキング―ブロードウェイへの道―』の日本語翻訳版出版時に「出

版案内」で東北大学教授藤田みどり氏は「ミーアキャットっていうのはアフリカ南部に

しか分布していませんし、マンドリルは森林性、サイ鳥は熱帯林の気候帯というように、

ここに登場する動物が全部 1 つのところに集まることはあり得ない」（「出版案内」 

pp.3-p.4）と指摘している。そのため、「プライドランド」が架空の国であることに加え

て、ストーリーそのものに場所がアフリカのどこであるかを特定する要素はないといえ

る。

『ライオンキング』のテクストは物語を表現する手法で「アフリカ」らしさを増す。

映画では、アフリカの風景を描いたショット、特にタンザニアのケニアとの国境付近に

あるキリマンジャロ山の景色のような固有の風景を提示することによって視覚的に「ア

フリカ」であることを伝える。また、冒頭に南アフリカ共和国の公用語であるズールー

語のコーラスを使用したり、「ハクナ・マタタ」というスワヒリ語のフレーズをテーマ

にした歌を挿入したりすることで聴覚的なイメージ伝達も行われている。ただし、その

ようなアフリカの言語が数ある言語のうちのいずれであるかはテクスト内では提示され

ず、ケニアのキリマンジャロ山を背景にズールー語が歌われるという、風景と言語の乖

離が生じている。しかし、使用されるアフリカの言語と普段接することのない観客にとっ

3 監督：ロジャー・アラーズ、ボブ・ミンコフ　脚本：アイリーン・メッチ、ジョナサン・ロバーツ、リ
ンダ・ウールバートン。
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ては「知らない」言語であり、同時に提示される風景によってのみそれが「アフリカ」

のものらしいということを判断することになる。

一方ミュージカルでは、具体的な風景は提示されない。映画の冒頭シーンの風景描写

は、舞台の奥、下方に描かれる山々の稜線とそこから昇る大きな太陽のみになる。しか

し、視覚的な「アフリカ」らしさは衣装や舞台装飾などの別の情報によって補完される。

舞台装飾や衣装には「アフリカ」のものらしい色彩の幾何学模様やビーズ装飾が見ら

れる。ライオンを演じる俳優が頭上に載せる仮面は、木製の彫刻に見えるように造られ

ており「アフリカ」の仮面を連想させる。ブロードウェイの場合、このライオンやアン

サンブルは全員アフリカ系の俳優が演じる。また、舞台の両脇にパーカッションや民族

フルートの奏者が配され、ブロードウェイでは彼らもアフリカ系である。

聴覚的には、映画でも使用された音楽に加え、歌詞の一部もしくは全てがアフリカの

言語で構成された楽曲が新たに数曲追加された。映画ではスワヒリ語の 1つのフレーズ

を繰り返すのみであった、ヒヒの呪術師ラフィキはミュージカルにおいてアフリカの言

語で複数の台詞を話す役となった。そのため、ブロードウェイではラフィキに南アフリ

カ共和国出身の俳優がキャスティングされ、日本では南アフリカ共和国大使館による言

語指導が行われている。追加されたアフリカの言語は主に南アフリカ共和国の公用語で

あるズールー語やコサ語である（Minskoff  Theatreのパンフレット  The Lion Kingによ

る）。特に、第 2幕の冒頭で歌われる「ワン・バイ・ワン」というコーラスは全編ズールー

語の歌詞で、アパルトヘイトへの勝利を連想させるような内容である。ただし、スワヒ

リ語については映画で使用されていた台詞は削除され、「ハクナ・マタタ」の歌のみが

残された。

ここで伝えられる「アフリカ」らしさは、観客にただ「アフリカ」らしいというイメー

ジを抱かせる要素が相乗的に組み合わさり、形成されている。ミュージカルの演出は、

ブロードウェイと劇団四季ではほとんど違いが見られない。

では、このテクストとしてのミュージカルを取り巻くパラテクストは、テクストが示

すアフリカイメージに対してどのように言及し、観客のイメージに影響を与えているの

だろうか。またその言及にブロードウェイと劇団四季で差異があるのだろうか。

3 作品の外側に付け加えられたイメージ（パラテクスト）
3. 1 アメリカ

3. 1. 1劇場の内部に創出された「アフリカ」：各民族文化の個別性

ブロードウェイのパンフレットでは、作品の中で使用されているアフリカイメージの

もととなったアフリカ文化についての記述が見られる。ズールー語やコサ語を中心とし
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た 6つのアフリカ言語が使用されていることが述べられ、さらに、主要登場人物の演出

に用いられたアフリカ文化について、登場人物ごとに紹介されている。

シンバとムファサには、首から胸にかけて赤く塗るという、マサイ 4の戦士が儀式で

使用するメイクが用いられ、主人公の父親が王冠のように頭上に載せている仮面は鬣が

左右対称の円形で、太陽神をイメージしているとある。メスライオンのナラには、美し

いことで知られるウォダベ 5の人々のメイクが使われ、衣装にはマサイの戦士が身につ

ける「ハープ」型の装飾、仮面には「アフリカンスタイル」の彫刻が施されていると書

かれている。

執事のサイチョウの衣装は、形は西洋の執事の服であるが、生地はアフリカのタイダ

イ染めの布地にクバ 6の人々の布を基にした幾何学的なパターンが描かれている。また

呪術師のヒヒのモデルはアフリカ南部の「スピリチュアルな癒しを行う人、呪術師」で

ある「サンゴマ」で、メイクはマンドリルをイメージしたものだが、ビーズ装飾が特徴

的な服の形や持ち物はサンゴマをモデルにしているとある。

パンフレットにはこれに加え、制作スタッフの中にアフリカ出身者がいることも述べ

られている。例えば舞台装置のデザインはアフリカ南部の国ジンバブエで生まれ育った

イギリス人デザイナーが担当していること、音楽制作の 1人であるレボ・Mは南アフ

リカ共和国出身であり、『ライオンキング』の合唱曲は、南アフリカの文化、音楽、歴

史に影響を受けていることなどが述べられている。

『ライオンキング』は 1994 年にアニメ映画として発表され、1997 年にはミュージカ

ル化されている。レボ・Mはアニメ映画の制作からスタッフとして携わっているが、

彼の故郷である南アフリカ共和国は 1991 年にアパルトヘイトを撤廃し、1994 年にはネ

ルソン・マンデラが黒人初の大統領に就任するという歴史を辿っており、レボ・Mに

よると、アニメ映画制作当時は「人生にとっても、祖国にとっても厳しく、重大な時期」

であったという。彼は主人公の父親で国の王でもあるムファサにネルソン・マンデラを

重ね、国外に出た自分自身に主人公のシンバを重ねていたと語っている。南アフリカと

いう実在するアフリカの国の出身者が祖国の歴史と『ライオンキング』のイメージを重

ねて語ることで、作品には衣服や化粧など文化の表面だけでなく、作品制作時のアフリ

カの歴史的背景に関する情報も与えられ、より本物のアフリカらしいイメージが創られ

ている。

劇場内のロビーに 7は、ムファサの亡霊の仮面や、ムファサ、シンバ、シンバの母親

4 ケニア南部からタンザニア北中部の民族（The University of Iowa Museum of Art a）。
5 ニジェール南西部からナイジェリア北部の民族（The University of Iowa Museum of Art b）。
6 コンゴ民主共和国の民族（The University of Iowa Museum of Art c）。
7 2015 年 5 月 12 日に当地で実施した調査による。
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サラビ、スカー、ラフィキのコスチュームが展示されている。また、子供のころのシン

バが想像した生きもので、アフリカ美術をモデルにした「トリックスター」のデザイン

画や、ラフィキが南部アフリカの「薬草使い、治癒者、真実を告げる人」であるサンゴ

マをモデルにしていることを記した掲示もあり、ロビーはアフリカ美術的なもので満た

された空間となっている。

つまり、ブロードウェイでは架空の国であるプライドランドに、さまざまなアフリカ

の民族文化のイメージを足し合わせて汎アフリカ的な「伝統的なアフリカ文化」らしさ

を与えながら、一方でそのもととなった実際の文化の参照元を示すことで「本物に根差

した」イメージを付加している。また、観客には明確に示されていないが、映画からミュー

ジカルへのアダプテーションによって、あらすじやキャラクターなどストーリー上の主

要な要素は維持されつつも、演出のもととなるアフリカイメージの中心地は、スワヒリ

語やキリマンジャロ山で表象されるケニアから、ズールー語やサンゴマなどに代表され

る南アフリカに移動している。

3. 1. 2 インターネット上の「アフリカ」：各民族文化の個別性

インターネット上でも同様の傾向が見られる。YouTubeのディズニーブロードウェ

イ作品専門チャンネルでは “Rafiki Costume Anatomy” として、ラフィキのメイクは「ア

フリカの伝統的な化粧」であり、彼女が身につけている首飾りは “SAMBURA” の女性

のビーズ装飾をモデルにしたもので、「その民族の女性は恋人からビーズを受け取る」

ということが書かれている。これは “SAMBURU”（ケニアの民族）の誤表記ではないか

と考えらえる。サンブルはケニアの民族であり、パンフレットなどで伝えられる南部ア

フリカの「サンゴマ」とは文化の地理的分布が異なる。よってラフィキというキャラク

ターは異なる民族文化を合わせて「アフリカ」らしく創られた実在しないファンタジー

的なアフリカ表象であるが、このビデオではサンブルの女性についての詳しい民族文化

について述べることで見る人にそのファンタジー性を感じさせず、むしろ「本物のアフ

リカ文化」という印象を与えるものとなる。

また、歌詞付きのオフィシャルミュージックビデオが公開されており、歌詞に含まれ

るズールー語の英語対訳付となっている。そのため、ミュージカルで流れていたアフリ

カの言語が、実際にどのような意味を持つのかを知りながら歌を聴き、口ずさむことが

できる。
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3. 2 日本

3. 2. 1劇場内部に創出された「アフリカ」：「1地域＝ 1言語、1文化」と「ジャングル」

2015 年 4月の大阪公演 8のパンフレットでは南アフリカ共和国大使が家族とともに東

京公演に来場し、「ラフィキの第一声を聴いた瞬間に故郷を思い出し感慨深かった」と

述べたこと、南アフリカの子どもたちで結成されたコーラスグループ「レインボースター

ズ」が福岡公演を観劇後、出演者と交流したことが記載されており 9、日本での上演が南

アフリカとの交流のきっかけとなっていることがうかがえる。

アフリカの描写は「雄大な」場所で、「独特の」打楽器がある場所となっており、さ

らに「アフリカ」という 1つのまとまりとして表現されている。また、観客が「聞いた

ことのない言葉」はすべてズールー語であるかのように書かれている。これは、スワヒ

リ語など他のアフリカの言語が使用されている実際の演出とは異なる印象を与える表現

である。

劇場ロビーについては、大阪公演（2015 年 4 月）、東京公演（2016 年 7 月）ともに上

演内容に関係する掲示や展示は見られないが、売店では、商品の陳列の際に広葉樹の葉

を使用した装飾があり、「ジャングルらしさ」が演出される。以上のことからも明らか

なように、日本の劇場内の空間において伝えられるアフリカイメージは、『ライオンキ

ング』のキャラクターのような野生動物が生息するジャングルがあり、「ズールー語」

という 1つの言語を使用する広大な場所となっている。

3. 2. 2 インターネット上の「日本製アフリカ」

劇団四季のウェブサイトにも「アフリカ」に関する言及が見られる。「もっと知りた

い『ライオンキング』！」のページには、衣装のモチーフに「アフリカの民族衣装」が

使用されているという記述がある。これはパンフレットには記載のなかった民族文化に

ついて述べているものの、それがどの民族であるかというような詳しい情報はない。加

えて、「舞台各所に込められたアフリカの魂」というタイトルで「サークル・オブ・ラ

イフ」の冒頭で聞こえる「聞き慣れない」、「まじないのような言葉」は「アフリカ現地

で使われている『ズールー語』という言語」（劇団四季  a）という説明と、「『ライオン

キング』の劇中の台詞やミュージカルナンバーには、所々でこのズールー語が使用され、

アフリカの熱気と息遣いを私たちの体にダイレクトに伝えてくれます」（劇団四季 a）

という記述がある。ここでは、ズールー語は「まじないのよう」と形容され、異国性が

強調されている。また「ミュージックナンバー」のページでは「ハクナ・マタタ」のと

8 2015 年 4 月 30 日に大阪の劇場で実施した調査による。
9 2016年7月14日の東京公演で販売されたパンフレットには、南アフリカとの交流についての記述はない。
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ころに、「アフリカの言葉・

スワヒリ語で『どうにかな

るさ』『くよくよするな』

という意味」（劇団四季 b）

であるという記述がある。

ズールー語に関する記述が

パンフレットやホームペー

ジの各所で記述が見られる

に対して、スワヒリ語につ

いてはこのページの 1箇所

のみである。よって劇団四

季においてもブロードウェイと同様にアフリカ東部のイメージが弱くなっているといえ

る。ズールー語の歌「ワン・バイ・ワン」については「アパルトヘイトで抑圧されたア

フリカ民族たちの歌」という説明がつけられており、汎アフリカ的な表象の傾向は維持

しつつ、全体としてパンフレットに比べてアフリカに関する記載が増えている。

さらに「ウェブシアター」として、劇団四季が『ライオンキング』の登場人物をパロ

ディ風に使用した動画を第 1話から第 5話まで公開している。監督はコメディ映画やテ

レビコマーシャルの監督をしている英勉である。本稿では特に第 5話を取り上げ、分析

する。第 5話では、夜の都会の一角に出ているおでんの屋台で、『ライオンキング』の

登場人物の一人であるスカーがおでん屋の主人と隣の客に、「自分はナンバーワンにな

れないうえにリストラされて独身」と愚痴を言う。

この広告では、「日本のサラリーマン」を示す記号と、「ライオンキング」を示す記号

の両方が存在し、それらが合わさることで、1つのメッセージを形成している。

「日本のサラリーマン性」を示す記号を挙げると、以下のようになる。

・都市の風景の中にある屋台のおでん屋とその赤提灯

・  上司への不満を持ちながら、それを第三者（＝おでん屋の主人、客）に漏らす行為

とそれを聞き、なだめたり慰めたりするおでん屋の主人の行為

・台詞の口調、言葉遣い

「ナンバーワンはほんと、王様だもん。超ワンマン」

「  頑張って、我慢して、頑張って、俺もいよいよ王様だー、と思ったらなんだと思い

ます？息子に王の座を譲るって」

「俺なんて、リストラですよ、リストラ」

図 1　「ウェブシアター　第 5話」
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「そのガキっていうのがシンバっていうんですけどね、お気楽モノのガキ」

おでんの屋台と赤提灯は、日本の都市空間に見られるもので、そこには、客層は男性

を中心としたサラリーマンというイメージが付与されやすい。「リストラ」という言葉

もまた、サラリーマンのイメージと結びつきやすいといえる。

次に、『ライオンキング』を表す記号を挙げると次のようになる。

・スカーの衣装、メイク

・仮面の動き

・バックグラウンド・ミュージック「シャドウランド」

・スカーの台詞に見られる設定

・スカー自身は「ナンバーツー」であり、「ナンバーワン」が「王様」であること

・「ナンバーワン」の息子の名前が「シンバ」であること

前述したように、スカーの台詞に見られる言説は日本のサラリーマン特有のものであ

る。しかし、それを語っているスカー自身は「日本のサラリーマン」の衣装、つまりスー

ツやネクタイは身につけておらず、ビーズや子安貝を使用してアフリカ的なパターンを

描いた衣装とライオンの頭部の仮面を頭につけている。これは、『ライオンキング』の

舞台で実際に使用されるスカーの衣装である。そのため、「リストラされた」という言

説を本当の意味で語っているのはサラリーマンではなくスカーである。

ミュージカル『ライオンキング』はアフリカが舞台であるため、その中には「アフリ

カ性」を示す記号性が使われている。それは衣装、音楽、言語などである。しかし、広

告として、あえて「日本の日常」の中にあてはめられることで、ミュージカルにおける

「アフリカ性」を示していたものは「日本のものとは異なる」印象を与えるものとなる。

同時に、ミュージカルの舞台上で「アフリカ性」を伝えていたビーズや子安貝の装飾

を使用してアフリカ的なパターンを描いた衣装とメイクはミュージカル『ライオンキン

グ』に特有の「アフリカ性」の演出であるため、舞台を離れた日本の風景の中では「『ラ

イオンキング』に属するもの」となる。よってスカーは、舞台上では「アフリカのライ

オン」であったはずが、広告上では「『ライオンキング』のライオン」となる。

つまり、「ライオンキング」を日本人の世界に置いて表現し、広告する過程で、ミュー

ジカル中で表現される「アフリカ性」は「ミュージカル『ライオンキング』らしさ」と

なってしまい、さらに日本的な言説と組み合わさって、新しい「日本的なライオンキン

グ」を創り出している。
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以上の広告では日本的な空間の中で、「アフリカ性」や「ライオンキング性」が異質

な存在として、図像的には一見独立して見える。しかし、言説によって両者が関連付け

られ、互いに異質なもの同士が共存する物語が成立する。

このような、本来の創作者が作ったキャラクターや設定を使用して新しく物語を創作

し、発信しなおす手法は、日本のサブカルチャーによく見られる二次創作と類似する。

二次創作によって創作しなおすことで、物語の発信者は、実際の創作者であるアメリカ

のディズニーもしくはブロードウェイではなく日本の劇団四季になる。ここで、『ライ

オンキング』が「アメリカ人が発信する物語を日本人が正確に翻訳したもの」ではなく

「日本人が発信する物語」になる。つまり、広告によって『ライオンキング』という物

語の発信者が劇団四季に移行したことを示していると思われる。発信者の日本人への移

行は日本人の観客に親近感を持たせるのである。

日本人が日本の文脈の中で語る二次創作の物語は一次的な物語が「アフリカ」という

文脈で語られているものであるために、一次と二次の差異がより強調されたものになり、

見る人の目を引く。また、もとの物語にも興味を持たせることができる。加えて、主体

的な発信者が「アメリカ、ブロードウェイ」から劇団四季に移行することで、劇団四季

の発信者としての権威づけにもなっているといえる。

4 発信者の移行によって生じるアフリカイメージの再生成
テクストとしてのミュージカル『ライオンキング』が示すアフリカイメージは、創造

されたファンタジーである。同一の場所に生息し得ない動物たちが集まり、ケニアで使

用される言語と南アフリカの複数の言語が同時に使用され、複数の民族文化が合わさっ

て、1つのアフリカ像が形成されている。ミュージカル『ライオンキング』が形成する

アフリカイメージは、ストーリーと表現方法、パラテクストのそれぞれのレベルで異な

り、パラテクストはテクストで示されたファンタジー的アフリカ表象にさらに規定を加

える。ジュネットによれば、パラテクストとは「テクストのより正しい受容と妥当な読

みのために大衆に働きかけるより特権的な」（ジュネット 2008:p.12）機能をもつもので

ある。ブロードウェイのパラテクスト群は、テクストが示すファンタジー的「アフリカ」

についてそれが「本物のアフリカに根差している」ことを観客に納得させようとしてい

るのである。

パンフレットでは「実際のアフリカ文化」がインスピレーションになっていることが

示される。さらに、南アフリカ出身のスタッフが『ライオンキング』の物語世界と南ア

フリカの歴史を重ねて語っている。つまり彼等の経験した実際の歴史が、架空であるは

ずの物語世界と重複するという証言がなされているのである。
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それに対し日本では、ファンタジー的アフリカ表象が即ちアフリカそれ自体であるよ

うに語られる。パンフレットでは「アフリカ」は「雄大」で「独特の打楽器がある」場

所、つまり「アフリカ」という 1つのまとまりとして描かれ、聞きなれない言語は全て

「ズールー語」であり、ズールー語は「アフリカのことば」となる。南アフリカ共和国

大使の「ラフィキの第一声で故郷を思い出した」というコメントは、ズールー語が南ア

フリカで使われていることを示すか、あるいは劇団四季の俳優が演じるラフィキの発音

の正確性を示すものとなっている。彼の言葉は汎アフリカイメージに反するものではな

く、観客に唯一伝えられている「アフリカのことば」の実在性と品質保証を証言してい

るのである。

ウェブサイトでは、ズールー語は「まじないのような言葉」として異国性が強調され

る。広告では、日本社会の風景の中に汎アフリカ的イメージの衣装を身につけた『ライ

オンキング』の登場人物たちが、ユーモアを含んだ言説の仲介によって日本社会に関連

付けられる。ここでも、『ライオンキング』の持つイメージは汎アフリカ性であり、日

本社会の中に登場することで、日本文化に対する異文化性が強調される。この二次創作

的広告は、劇団四季が独自に創作した物語であり、劇団四季は単なるブロードウェイの

翻訳者ではなくなり、主体的に物語を創造し発信する者となる。パンフレットや広告に

おいて日本的『ライオンキング』や日本の観客向けの汎アフリカイメージが生成された

1つの要因として、発信者の移行が挙げられる。日本の発信者が、主体性を示すために

汎アフリカイメージをより強調する形で物語を新しく作り、再生産しているのである。

加えて、この汎アフリカイメージは、テクスト内で示されるアフリカイメージと矛盾

しないことに注目する必要がある。即ち、劇団四季はミュージカルの物語の内容や表現

方法に描かれる汎アフリカ性を実際のアフリカとして観客に伝えることで、目前で演じ

られる架空のアフリカ世界をリアルなものとして感じさせる。

以上のように、ミュージカル『ライオンキング』におけるアフリカイメージは物語の

内容・表現方法とパラテクストによって重層的に伝達される。そして主にパラテクスト

において、翻訳者はその主体性を主張しながら、日本人向けのアフリカイメージを発信

し直し、「劇団四季の『ライオンキング』」を創り出しているのである。

5結論　

ミュージカル『ライオンキング』はブロードウェイから発信され、現在では日本を含

む世界の各地で上演されている。ここで注目すべきは、日本はアメリカ作の『ライオン

キング』をそのまま受容したのではないという点である。ミュージカル本編を自由に改

作することは許されないという条件下で、広告などのパラテクストをメディアとして用
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いて、いかに日本的であるかという方向性が発現する。その中で日本の『ライオンキン

グ』が示す「アフリカ」は単一の「1地域＝ 1文化」の場所であって、そこに個別の民

族文化は判別し得ない。しかし、このブロードウェイとの差異は日本の観客にリアルな

「アフリカ」を感じさせる装置となる。

ミュージカル『ライオンキング』は、ファンタジーの「アフリカ」を描く。それを「ファ

ンタジー」と観客に捉えさせない仕掛けが、パラテクストによってなされており、ブロー

ドウェイでは「本物性」を示すことでファンタジーを覆い隠し、翻って日本ではファン

タジーがアフリカそのものであるかのように演出してリアルさを示しているといえよ

う。
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